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天 界 新 知 識］

　　　　　　　　　　　　天女撃の分類法
　一口にL天文學「と言っても晶々ひろい．問題を考へる場合にも，書物や雑誌記事を

整理する場合にも，『なるべく手落ち無く，』『漏れる所無く』などと言って見ても，未

だ不安はことが多い・ここに，かうした必要のために，現代の天文學を，其の内容に

よって分けて見た表を摘げる・これによって，天文學の間口と，奥行とが知られ，其

の組織と，相互泊船とが伺はれる・尤も之tL？」上に精しく分けられないでもタい・し

かし，とにかく照れだけが先づ知れてみれ’ぱ，あとは個人々々の自1tlで出來上るわけ

であるし，ヌ．，灯れ以上の分類法は學問の進歩と共に，年によって多少は攣り得るの

であるから，今ここでは，此の程度に止めておく．

A，　General　＆　Historical，

　　Ai．　Observatories，　lnstitutes　＆　Societies．
　．
　　A2．　Personels　＆　Biographical．

　　Ar，．　1’）oolNs．

　　A4．　Tables　＆　Cemputations．

B．　lnstruments　＆　Methods，

　　Bi．　Main　Telescopes．

　　］SL）．　Auxiliaiy　lnstrumen｛，g．

　　B3．　1．al，oratory　lnstruments．

C．　Spherical　Astronomy．

　　Cr．　Coordinate　Observations．

　　C2．　Eclipses　＆　AMed　Phenomena．

　　C3．　Reductions　of　Observations．

　　C4．　Constants　＆　its　Determinations．

　　Cs．　Chrvnology．

D．　Theoretical　Astronomy，

　　Di．　General　theory　of　motiuns．

　　D2．　0：bit　Determinations．

　　D3．　Figures，　Rotati（川s＆Tides・

　　D4．　Theoretical　astrophysics．

E．　Sun．

　　EI．　General．

縛論と歴史

　　天丈i瓢研究所，學會

　　人事，傳記．

　　書物、

　　表，計算法．

器械と方法

　　圭要望遠鏡

　　補助器械

　　室内器械

球面天女撃

　　座標観測

　　蝕と類似現象

　　観測の整理法

　　恒駁と其の決定法

　　年代學

理論天女學

　　運動線論

　　軌道決定法

　　天膿の形状，自縛，潮汐．

　　理論天艘物理學

太　　　陽

　　緯説
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　　E2．　Eclipse．

　　E3．　E　un－spot　＆　Activity．

　　E4．　Radlation　＆　Spectroscopy，

F．　Planets　＆　Satellites，

　　Fi．　Major　planets．

　　F2．　Minor　planets．

G．　Comets　and　Meteors．

　　GI．　Comets．

　　G2．　Meteors，　＆　1．Y［eteorites．

H．　Fixed　Stars　in　general．

　　HI．　Fundamental　positions．

　　H2．　Parallax　＆　Proper　motions．

　　1｛3．　Brightness　＆　Mas　4．

　　｝14，　Radiation，　S　pectroscopy　＆　Atmosphere．

J．　Special　SPars．

　　JI．　Double　Stai’s．

　　J2．　Vai－iable　stars．

K，　Nebulae，　Clusters　＆　Galaxies．

　　1〈1，　Star　clusters．

　　1〈2，　Nebulae．

　　1〈3．　Galaxies　＆　Cosmology．

L．　Geodesy　＆　Navigation・

　　Lz．　Geodesy．

　　L2．　Navigation．

　　L3．　Tides．

　　日　蝕

　　黒黙と活動

　　輻射論と分光學

遊星と衛星

　　大遊星

　　小遊星

彗星と流星

　　彗星
　　流星と限石

図星一般
　　基本位置

　　覗差と固有運動

　　光輝と質量

　　輻射，分光，大氣

特　殊　星

　　二重星

　　攣光星

星霧，星圏，銀河

　　星　圖

　　星　霧

　　銀河，宇宙論

測地學と航海學

　　測地學

　　航海學

　　潮汐論

　　　　　　　　　　　　ラウ1ル・ゴ1チェ博士の死

　zヰス國ジユネiウ“の天交塁長ゴ1チエ博士は，去る1931年4月19日に死去された．

誕生は1854年であったのだから，享年は77歳であった・氏はスヰスの學界の名家に生

れy搦，英，瑞典等の諸仏に於いて第十九世紀頃の碩學に學び，特に天卵円學の造詣が深

かった．一時，テルペル第一彗星（1867皿，18731，］879皿）の軌道研究に熱中し，名

を墾げたが，ために長く心勇の疲勢を來し，休養したこともあった．1889年，父の後

を縫いで，ジユネiヴの天文塁長となり，時計學及び氣象學に於いて偉跡を遺したma

か，1900年と1905年には日食襯測遠征をなし，1908年にはモアノ・ウス碁星，1910年に

はノ・レイ彗星の分光襯測をなし，衙ぼ1901年のペルセ新星，19］8年の鷲座新星及び

1920年の白鳥座新星には熱心な槻測を試みた．氏は叉，スヰス國の測地學會に牛耳を

とIJ，ユ909年頃から測地學の國際同盟にも代表者として現はれ，1922年以後は此の方

面の副長をつとめた・叉，近頃完成したアルプスの＝ングフラウ二上に槻象垂設立に

は始めから盤力した一人であった・筆者は1924年のマドリドに於ける學會に於いて氏
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に會合し，爾ぼ其の年十月二十八日には親しくジユ率！ヴi天文垂を訪ねたが，氏の

偉容と温顔は永く忘れ得な）・印象を與へられた．（天界第5巻第199頁参照）

　　　　　　　　　　　　　ヤ1キ1ス天女憂長の更迭

　米國シカゴ大鳥のヤiキ1ス天文垂長フロストE・BFrost氏は定年の故を以って

去る六月末日1浪り僻職し，新たにOtto　Struveストル1ゴ氏が壼長となった．ストル｝

ゴ氏は1897年ロシヤ國カルコフ大學天丈ii蓬長の息として生れ，曾祖Wilhelln　Struve

や組父Otto　Stvuveの血を受け，世界に類例の無》・天文家の系統に罪する人で，1919

年カルコフ大學卒業後軍籍に入り，陸軍中尉として1920年まで白露軍に從軍してみた

が，．ソビエト革命の時，死刑を宣告せら瞑し，危ふく二品に逃れて，1921年米國に渡り，

ヤ1キ1ス天丈墓の助手になったが，1924年には講師，193玉年には副塁長に任ぜられ，

今回三十五歳の若年の均を以って，一躍，敏授兼i嚢長となったものである・始めから

フ・スト蜜長の指導を受けて，恒星分光學を研究し，今日までに既に多くの論文を登

表して，學界に廣く知られてみる．

　因みに，フロスト氏は1866年米國ゾモント州ブラトルボロ市に生れ，ダ｝トマス大

學に於）・て太陽學の櫨威ヤングC・A・Young教授の指導を受け，後ドイツに遊學し

て，ス1・ラ．スブルグ，ポツダム二天丈塁に入り，1892年母校に蹄り，1898年以來はシ

カゴ大學のヤ1キ1ス天文塁へ招かれ，へ1ル弓長の下に恒星分光學を研究，1905年

三十九歳の時，先輩をしのいで盛長となった人である．

　　　　　　　　　　　　ストル1フエーi家
天盛界に有名なストル1フエー家の血族關係は下の駆りである．

　　　　　　　　　Friedrich　Georg　Wilhelm　STRUVE
　　　　　　　　　　179，　3　一（1813　一　1861）一　1864

　　　　　　　　　　　ドルパト及プルコワ天丈弓長

　　　Otto　S’CRUVE
1819　一（1861　一　1890）一　1905

　　前プルコワ天文塁長
　　　　　　1

　　　　　　i
l〈arl　Hermann　SVI’RUVE

前ベルリン大學天文垂長
　　　　　i
　　G”eorg　STRUVE

ベルリン大學天文垂員

　　　　　　　　I
Gustav　’XNiiihelm　1．udwig　SrHl’UVIi）

　　1853　一（1886　一　1894）一

　　　　カルコフ天丈門口
　　　　　　　　i
　　　　　otto　s’rp．uvE
　　　ユ897　－　1921　一（ユ932一

　　　　ヤiキ1ス天丈塁長

　　　　　　　　　　　　べJbグラ1ド天女蔓の近況

　古くはしセルギヤ國：，歓洲大戦後はLユーゴ・スラギや國1となった國の都ベルグ

ラード市には1891年以來一つの襯町回があって，始めは專ら氣象の観測をやつ宅みた

が，1924年以後は設備を薪たにして大に天丈研究をすることとな1，バンベルグ・ア
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スカaヤ製19糎の子午環，同製同大の子午儀，ツァイス製65糎の赤道儀，バムベルグ・

アスカnヤ製35糎の赤道儀，ツァイス製20糎の赤道儀　（16糎ツァイス寓眞儀附囑），

バムベルグ・アスカ＝ヤ製12糎二重窩眞儀，ツァイス製し）OO糎の彗星鏡，リ1フラ1・時

計等を備へた．経緯度と位置は

　　　　　斗ヒ緯440　48／02ク　　　東絡三　lh　211n52．s　6　　　海抜　］38tn

野州はV・V・Michkovitch氏である．出版物は1930年以來Annuaireを出してみる

が，今1932年MEMOIRES第1號を出版した・；其の要：目は

　）1．1）etrovitch，氏，　　A　propos　d，ttne　r6　cnte　apPlication　de　1’astronomie　a　la　clima－

　　　　　tologie．

　R・Kasa：in，氏，　Sur　la　P6riQdici色dcs　oPpositions（1，une　petit6　planごte．

　v・v・Mlchl（ovitcll．氏，　Quelques　remarclues　relativc　a　la　note．，，　sur　Ia　P白riodicit6

　　　　　cles　oppcsitions　d’une　petite　planete．　”

　V．V．　Micokovitcll氏，　Sur　1’identitication　des　petites　planet6s．

　X「・V・Mlch1《ov1tch．氏，　Raport　annnel　pour　Ig32　sur　Pじtat　etユes　travaux　de　Pob－

　　　　　servatoire　astronomique　de　1’Univer＄ite　de　Belgrade．

　　　　　　　　　　　　　カナダに一新天女籔の計霞

　カナダ領TQr・nt・市外12哩のRichm・nd　Hi11に廣さ177エ1カiの公園が作られ，

其の中にDavid　Dunlop　Observatoryと呼ばれる新天交垂が建てられることになった．

之れは故David　A・DtmloP氏の記念のため未中入及び遺見Moffat　Dunl・P氏の襲意

によって成り，落成の上はTor・nto大面天文μ」部に寄附されるものである．建築は二

つで，一つは直径61駅の大ドームを主とし，中に口樫188糎（74吋）の反射式望遽鏡が

入れられる筈で，其の凶賊部は英國のGrubb會冠二で既に出來上った由．他の一建築

は長さ91灰，幅49灰で，屋上に三つのド1ム（二つは樫21灰，他は同25眠）を有し，申

央のものには25糎（10吋）屈折面，他の二つには暴れ撚れ48騒（19吋）の反射鏡と，窟眞

：望遠鏡とが据えられる由．〔J・R・A・S・Canda，　XXV「，7〕

　　　　　　　　　　　　　細しい電氣時計

　此の1932年目春から東京電氣株式會吐ではシンク・ナス・モ1タ1を原動力とした

交流電氣慮用．の時計を計り出した．しかし當時は，毎秒50サイクルの交流を邊ってみ

る關東方面の電線にしか之れが用ゐられなかったので，得物や九州方面では全く縁の

無》・ものと思はれた，しかし，構造や取り扱ひ及び正確さに於いて，從來の総ての時

計を凌ぐ優秀なものであるから，必ず之れはもっと全國的の懸用を見るであらうどは

思はれたけれど，其れについては，サイクルの異った種々の交流系統のために，別々

のモ1タiが作られるか，叉は，各地の登電會杜の方が一一歩を譲って，交流のサイク

ルを全國一齊1に50とするやう吹めるかも知れ・ないと思はれた．しかるに，今年夏，突
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如として京都や大阪の電器商の店頭に此の新しい電氣時計が賓り出された．之れで見

ると，吾人の第一油壷が適中して，毎秒60サイクルの交流に慮ずるやうな新しいモー

タ1が作られたのである・

．此のシンクロナス・モ1タiを懸用した電氣時計は，交流電氣の一定のサイクルを其

のまま時刻の根本階位としてみるので，時計から出してみる電線を交流線につなげば，

直ぐ時計は旧幕を始め，停電しない限り，永久不攣の正確さで時刻を指すの．であるか

ら，ネヂを巻くことも，其の他，総ての手入れを省き得る最も便利のモダン時計たる

こと疑ひない．將來は，懐中時計や腕時計を除き，総ての据置時計や柱時計は，此の

モ1タi時計のために騙逐されて了ひはしないかと思はれる．

　但し，止のモ1タi時計が絶封正確な時刻を維持するがためには，蛮電所に正しい

．標準時計を備へ附け，之れによってダイナモの門門を調節する必要がある・勿論，以

れは登口所の義務ではあるが・…・

　日本電氣のモ1タ1時計は，しシンクロン時計■と呼んでみるが，．此の種の時計は，

一二年前から歓来で漸く流行し始めたものであって，既に四ゴL種類のものが店頭にも

禺てるる．nウヨ1クあたりでは此のモ1タ1時計z）誤差は0・2－0・3秒の程度だと言

はれてるるが，日本では未だ1秒置の正しさに過ぎな〉・と聞v・た・

　　　　　　　　　　　基線測量の結果
　陸地測量部では近く我が日本國内の卒行圏（緯度線）の弧長測量を行ふについて，其

の基礎とすべき邊長には饗庭野の基線と天神野の基線とを用みることとし，昭和六年

と同七年とに此の基線の槍測を終った．

　饗庭野（アイバノ）は滋賀縣高島郡今津町の西暦一里の地黒占にある高原であって，面

積は一方里未満の荒蕪地であるが，「ここに東西方向の基線を設定したのは明治十八年

（18S5年）であった．墓線の長さは3000米絵で，附近に森林，耕地，河川等の障碍物が

存せず，地質は堅牢であり，増大瓢の關係も頁好，地勢は緩なる波状をなす．

　先づ昭和六年二月三日より同＋三日まで＋一日間，東京二月大子構内の測地學委員

會所驕の基線尺比較室で，Lメil・ル「副原器No20を用みて，測量の標準をすべきギ

ヨ1ムGuiliaume測桿の長さと，其の温度係藪を測った．この副原器の長さは〔學士

院記事IV（1！　2，9）7〕

　　　　　No，　2074　＝＝　CO．9．　f　q，　9，　9，　60：］，　十　O．OOOOO［　（’；og．’r　十　o．ooOoooool’rLp

ギヨ1ム測桿の長さを，191．1年來の槻測値と井記すると

1911＿一12年　　5．00006916十〇．0〔）OO40754t　　＿O．00DODOO］22t2　公算言下差±＝0．000002583

19，　14

191r）

19，　26

1926

192，g

lor｝1

ioooos7stt）十〇．ooo34074r）t　一〇．ooooooo122t2

tt．oeoo703・　L）＋e．oooo407g）t　一e．“oooooo12‘ztg

」r．o（oo6，0，s．o，十〇．oooo40740rt　一〇．ooooooo122t－o

，rj．oooo6sss十〇．uooo4017t　一〇．ooooooo122tfi
．rj，oooo6go　一一〇．o．ooo400r33bt）t　一〇．oooeooo？，og）tL’

5．00006P31．十〇．0000405635r－0．0000000609t2

ク
・
！
〃
ク
ク
ク

±O．OOOOO1527

±o．ooooe‘2，ssc．t

±o．eooooo77］．

±o．oeooolle｝e

士0．OOOOOO4

±o．eooooo7］6
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　基線測量に用みた基線尺は佛國等長さ25米のLインy“　］■尺，No．203，662，663，

665r　666の五種であって，最後の結果は・明治十八年のものと井記すると，

　　　明治十八年（1885年）　　　基線の長さ　3065・7239±0・000766

　　　昭和六年（1931年）　　　ク　　　　3065・7152士0・000112

即ち，46年間に8・7ミリの短縮を示してみる・

　次ぎに，陸地測量部は叉昭和七年三月に天管毛野の基線を測った・天神野は鳥取縣東

泊郡小嶋村にある塁地で，倉吉町の西南牛里の所にあll　1明治＋九年（1886年）此所に

基線を設立し，同二十一年初めて測量したものである・以前は森林地幣であったが，

今は一部落となり，測量に多少の障碍を來した・今回も25米Lインバ11尺，No・203，

575，662，663，664，665，666の七種を用みた・結果を，明治二十一年のものと井

記すると，

明認二十一年（1881年）　ヒルガ1ド4m赫赫使用　基線の長さ　3301・8051±O・00089

昭和七年（1932年）インY“　125m線状尺使用　　ク　　　3301・8108±O・00059

即ち，44年間に5．7ミリだけ延びてみる．〔陸地測量：部報告（1931年及1932年）に擦る〕

　　　　　　　　　　　デ1ラ・ドン天女蔓で緯度墜化観測

　印度測量局の経螢するデ1ラ・ドンDehra　Dun天丈塁では1930年から緯：度攣化の親

測を始めた，≡其の結果はSurvey　of　I・』dia　Geodet三。　Report，　VII，28（1930－31）に出

てみるが，1930年中の襯測は（［を一年週期の角度として）

　　　　　6・o，　＝＝　tO．’一〇〇4＋O．t－250　cos（t＋150）＋O．／／070　cos（2t＋1000）

となる・ヌ，，國際緯度攣化歩測の報告に出てみるx及びyを用ふると，

　　　　　6’？　一　x　cos），　十　y　sinl　；＝　O．”02　十　O．！’17　cos　（t－25’）

といふ大きいZ頁が現はれる．此のZ頁は土地の温度攣化と井屯してみる事が明らか

に見られるから，恐らく地方的氣象の影響を受けてみるらし）・と・

　因みに，デ1ラ・ドン天文毫は，印度政聴のあるデリ1市東北々120哩で，有名なカ

メト山麓1（漁り，海抜682米の所にある・〔MN・92，846〕

　　　　　　　　　　　“1900年の春分貼を用みよ！”

　天膿の位置（赤経赤緯の類）を測り，雫石れを他の観測や報告と比べる揚合に，春分

黙の移動を考慮して，歳差の計算をしなければならな）・のは皆人の面倒がる仕事であ

る．今日の學界を見るに．

　（1）脚光量：等のためにはボン調査を利用する關係上，1855年の春分黙を用ゐ，

　（2）恒星一般の正確位置には，A・G・目銘を用みるため，1875年の分銭占に糠り，

　（3）判型観測者はAs・　trographic目錐を用みるため11900年の分団に糠り，

　（4）星座め新境界線は1875年間分署を基準とし，

　（5）小遁i星の推算には1925年の分黒占を用ゐ，
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　（6）太陽系の大遊星のために英図等は早くも王950年の分黒目を用ゐんとしてみる．

街ほ此のほか，彗星や多種多様の位置言†算のため鴎毎年の年頭やら，いろ）・ろの春

分鮎が用ゐられてるる．

　此等の配雑不統一を整理して，一般學界の便利をはかるため，米國リク天交塞のバ

ワ1E・C・Bower氏は宜しく工900年頭の春分黒占を用みるべきことを近く提唱した．此

の言の要約は

　“子午環や小遊星や彗星の研究に於いて，観測や研究には一定の標準春分黙の使用

は歳差の計算を甚だしく簡易化するものである・精密恒星目録の田均元期は筒ほ幾年

間も1900年に近）・し，5■，今日，小遊星や藝星の比較星の60％（近v・内に之れは75％

にもならう）は1900年の分羅占による目録から取b用ゐられるのだから，190⑪年の春分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
黙こそは疑ひもなく，総ての研究者のために最も便利な標準である・1900年に糠る推

算位置は，便1利さに於tt・て他の年のそれと比べて同様であり，窟眞観測は大部分1900

年を基準としてみるし，眼視直撃だつて，特別な表を用みずに，簡箪な新方法で，工9，　OO

年の分目占　（直すことが出來，大遊星の位置も漸次1900年に直される・只一一一しつ厳に願は

しいことは，太陽の位置を工900年の分黒占にして貰ひたいことである．こうした総ての

籔値を1900年基準のものとすれば，便利が増すばかりでなくて，誤差の一部分も殆ん

ど除去されることとなる”〔A・∫・977〕

　　　　　　　　　　ブエノス・アfレス市rにプラネタリウム

　南米アルゼンチン國ブエノスアイレス市に今回水族館とプラネタリウムとを建設す

る計書が蛮表され，天文鼠機械技師，建築師等の中から委員が墾げられることにな

った．目的は軍に一般用會の通倍教育のためのみでなく，諸家校や大眉の學生々徒に

袖丈學の教育指導をするためであると．

　　　　　　　　　　　　　太　陽　の．近況

　去六月22日米國A・A・A・S・學會の総會がサイラキウス市で開か評した時，天文學部會

に於v・て？．太陽に冠する四五の論丈が紹介された．中にy　ヰルソン山のnコルソン

S．B．　Nlcholson　氏は黒黒占と天氣との關係につき，　カリフオ＝ヤ州サンフランシスコ

市やサクラメント市の雨量と黒単数とは無關係なること，熱帯地方の六観測所の年亭

均温度と黒黙線との間には相關係が一〇．⑪37であること，叉，目下漸次載少しつつあ

る黒黙の次ぎの極小期は1933年七刀からユ934年田刀までの間であらうといふこと等を

述べた・

　　　　　　　　　　　　　金　星　の　大　黛

　ヰルソン山天文団長アダムスW・S・Ad鼠ms氏の潮測によれば，金星の赤外ス・eク

トル中には酸素や水蒸氣の吸収帯は現はれてるない・しかし，二酸化炭素CO2らし
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い吸口帯が7820A，7883A，8689Aの邊に現はれてるると・

　　　　　　　　太陽活動と氣象との關係について平野氏の班究

　南海の高氣墜と，近畿地方の雨量の關係について研究を重ねてみた中央氣象塁大阪

支毫長雫野烈介技師ははからずも七月の南海高氣墜登達の程度一一高氣腰指鍛一が

その年の九月の雨量に緊密な關係を投げてみることを登見し，さらにこの高明歴指籔

と近畿地方九月降雨量の二三は太陽黒鮎二三の指薮により左右される事實をつきとめ

て貴重な研究記線をま1とめあげ，このぽど申三三象毫へ報告した．氣引回でも喜んで早

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　速氣象彙報第四冊の別冊とし廣く學

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　界に登表することになったが，雫野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支塁長の研究は明治四＋年から昭和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　六年まで廿四年間の近畿地方雨量統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計と，高氣歴日籔の關係をはっきり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　させたもので，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lグラフにするとカットの圖のや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うに明治四十年目らは毎年の回忌歴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指数に正比例して雨量の増減があり

十一年目の大正七年になって太陽黒黙指数が減少蓮動を始める，周期になると高高歴

乏雨量の相互は反比例して増減し初めそれがまた十一年目の昭和四年になって太陽黒

黒占が減少運動をやyだすと今度はまた高氣下襲達の程度と雨量が正比例し初めて來て

るる■

といふのである，この廿四年間の統計でみると，この夏の異常な暑氣の蓮績は一に南

方高手墜の影響によるものであり，この暑さはとりも直さず九，月近畿地方に雨の多い

ことを暗示してみると見ることが出回る．右につき下野下垂長は語る一

　L廿四年間の統計をみると高氣歴と雨量と太陽黒黙との三つの門門に一つの例外も

なく十一年目を境として正反の比例を交互に繰り返してみる．高氣三指薮が太陽黒黒占

と緊密に關係してみることはグラフの通りである・本年七月の南海高氣歴の指薮はま

だ取れないが天氣圖の上でみると無闇が著しく，丁度黒黒占も減少運動の周期に當って

みるので例外の起らね限り本年九月の雨量を豫知することが出來ると思ふ■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大悟七月27日）
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　　　　　　　　　　　　　太陽自韓の分光観測

　蘇國エデンバラの王立天交塁では1｛　14年以來，曲傘牛径2場灰の凹面格子により，

太陽の赤道部の臼薯速度を分光的に観測してみる・細隙は直径107粍の太陽像の縁から

3－4粍に置き，波長6100Aあた1）の第三次線を撮影測定してみるのであって，結果は

下表D通り，


